
総合的な探究の時間

館女の女性学～女性の生き方探究～

令和４年１１月１５日（火） 実施報告



■１学年

題材名 自分ごと探究②

目標
山中先生の講演内容を振り返り、自分の言葉
でまとめる。また、グループ内で「自分ごと探究」に
関する探究テーマについて話し合う。テーマ

講演会３事後学習
探究テーマ設定

【学習内容・生徒の様子】

本時では、先週行われた講演会の事後学習を行いました。グループ
で感じたことを共有し、今後の「自分ごと探究」に向けた考え方を確認
しました。
また、「自分ごと探究」について昨年度の先輩の動画を見てイメージを
膨らませました。
その後、自分が好きなものや興味のあるものをマッピングして自己と向
き合いました。その中からひとつテーマを決め、それをSDGｓと絡めなが
ら３月まで探究を続けます。



■2学年

題材名 学年発表会

目標

他のグループのプロジェクト発表を聴き、探究手
法や表現方法等について、自分のグループのプ
ロジェクトや個人での探究と比較しながら、優れ
た点や取り入れられる点を考える。テーマ

発表をする。発表を聴いてお互い
のプロジェクトを理解しあう。

【学習内容・生徒の様子】
本時では、マイプロジェクトの各クラスの代表班が学年全体に対して、
発表を行いました。生徒たちは自分のクラスで発表を聞き、発表者は
Meetで画面共有をしながら他クラスにも発表するという形式を取りまし
た。また、発表を聞く生徒は、記録シートに従って、良い点や自分たち
でも取り入れられる点をメモしました。
さらに、発表会の講師として、インパクトラボの上田隼也さんに来校し
ていただき、発表後に助言をいただきました。発表した生徒たちは上田
さんからの助言を受け止め、今後の発表に活かします。



■３学年

題材名 資料の収集
目標

SDGｓの１７のゴールに関する資料を収集し、
小論文試験で出題されたときに、自分の考えを
書くことができるように準備をする。テーマ 女性の生き方探究⑦

【学習内容・生徒の様子】

今回も前回に引き続き、「SDGｓの17のゴール」を再確認し、引き
続き小論文に対応するための準備です。
回を重ねるに連れて、資料を収集し、自分の言葉に置き換えて整理
することになれてきた様子が見られました。

（生徒の作品より）
ジェンダーの不平等は「女性（男性）はこうあるべき」という先入観から発生してしま
う。日本はジェンダー格差が少ない国と思っている人が多くいる。しかし、日本は世界
から見てもかなり遅れをとっている国になっているのが現状だ。
私たちができる解決策としては、ジェンダー平等について理解し、先入観をなくすこと
が不可欠だ。また、ジェンダー不平等というと、女性に目を向けられがちだが、男性に
もジェンダー平等の問題で悩んでいる人が多くいると考えられる。男女に関わらず、
ジェンダー平等について考える必要があると感じる。


